予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費
	事業名　ＦＣ岐阜活用広報事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　清流の国推進部　地域スポーツ課　スポーツ交流係
　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内2948）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11172@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　  9,000千円（前年度予算額：9,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	9,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,000

	要求額
	9,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,000

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
   ・ＦＣ岐阜は、本県唯一のプロスポーツクラブであり、県、県内市町村及び県内経済界からの出資を受け、地域密着型の県民クラブとして活動しており、数多くの地域貢献活動を通じて県民とともに歩み、夢を共有する貴重な存在である。
　　・Ｊ２リーグのホームゲームは全国各地に存在する相手チームを岐阜に迎え、県内外から平均して１試合約6,170人（過去最大15,000人以上）が観戦に訪れるなど、県の施策等を効果的に発信できる絶好の機会である。

（２）事業内容
ＦＣ岐阜が発行及び制作する広告媒体を活用し、県施策、観光及び物産のＰＲを展開する。
  　　 ・公式看板広告　(ロイヤルシートバナー、ゴール裏のフィールド看板)　
　　　 ・ＦＣ岐阜公式ホームページ・バナー広告
　　　 ・ＦＣ岐阜公式クリアファイル広告

・スタジアム入場ゲート大型看板広告　

　　　 ・ホームゲームスタジアムアナウンス

（３）県負担・補助率の考え方
　　　県施策、観光及び物産をＰＲする事業であるため、県負担は妥当。

（４）類似事業の有無
　　　無　
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	9,000
	・ＦＣ岐阜公式戦ピッチ内看板他
　　ﾛｲﾔﾙｼｰﾄﾊﾞﾅｰ　@5,400千円（税込）× 1基 ＝ 5,400千円

　　ｺﾞｰﾙ裏１列目 @3,240千円（税込）× 1基 ＝ 3,240千円

　　ｸﾘｱﾌｧｲﾙ　　  @　360千円（税込）× 1式 ＝ 　360千円

	合計
	9,000
	


	　決定額の考え方　
　広報関係経費については、広報課計上とします。



事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
ＦＣ岐阜のホームゲームにおける県内外からの来場者に対し、岐阜県の施策や観光資源を効果的にＰＲする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ＦＣ岐阜ﾎｰﾑｹﾞｰﾑ

１試合平均来場者数
	　4,270
（H24）
	（H　）
	4,518
（H25）
	7,600
（H26）
	8,000

（H28）
	95.0％


	ＦＣ岐阜会員数(個人)

後援会・ﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ
	2,854
（H24）
	（H　）
	3,560
（H25）
	3,560
（H26）
	5,000

（H28）
	71.2％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　ＦＣ岐阜の各種広告媒体を活用し、県施策、観光及び物産のＰＲを実施。

　【ＰＲ内容】
・全国育樹祭　・清流の国ぎふ　・花フェスタ2015ぎふ

・全国レクリエーション大会in岐阜


（前年度の成果）

	・平成27年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　平成27年度は、ＦＣ岐阜ホームゲームの観客(年間約10万人)を中心に、県施策や県観光資源を効果的にＰＲすることができた。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　
○
	ＦＣ岐阜は、経済界だけでなく、県及び県下の全市町村も出資し、オール岐阜体制で支援している本県で唯一のプロスポーツクラブである。また、プロスポーツクラブとしての広報媒体の価値も高いため、県施策や観光資源を広報するうえで、関連の広報媒体を活用することは、効果的な方法であると考える。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	ＦＣ岐阜のホームゲームにおける広報については、1試合当たり最大で、10,000人以上(年間約10万人)を集客できる一大イベントであり、県施策の広報を進めるうえで、非常に効果的な方法だと考えられる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	ピッチ内看板で広告した内容について、年間通して同じ内容を広告するのではなく、時期に応じて更新するなど、費用対効果を図ることができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
事業の実施結果を検証し、より「消費拡大」、「施策ＰＲ」効果の高い事業の実施方法を検討していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
県等施策のＰＲを効果的に実施するため、ＦＣ岐阜への委託により事業を引き続き、実施する必要がある。



